
Title 露西亜に於ける協同組合運動
Sub Title
Author 伊藤, 秀一

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1924

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.18, No.10 (1924. 10) ,p.1533(165)- 1538(170) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 新刊紹介
Genre Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19241001-

0165

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


第十八猞

-(
一

五コ三

)

雜

.錄
エ
ド
プ
ー

r
三
世
に
關
す
る
一
考
察

第
十
號

ム

四

工
ド
ヮ
|
ド
三
世
の
エ
業
政
策
^
想
像
さ
る
る
所
を 

表
は
す
法
冷
及
|
.
三
三
七
年「

の
春
に
制
定
せ
ら
れ
た 

t

興
當
時
に
於
て
同
王
の
企
阖
し
居
た
り
し
對
佛
戰 

^

は
ニ
個
の
强
き
先
入
觀
念
を
與
へ
た
ら
。
^
I

即
ち 

國
內
に
於
け
る
資
金
の
«

達

气

低

陸

地

方

(L
o

w

 

C
o

目trie
s

)

に
於
て
味
方
を
得
ん
ぞ
す
る
こ
ど
な
&
。

J

圓
の
英
國
商
人
^
結
び
、
，羊
毛
の
輸
出
に
關
し
彼
の 

財
政
？
外
交
の
兩
目
的
：に
：貢
献
す
る
を
志
す
獨
占
を
創「 

.立
せ
6

。
.羊
毛
輸
出
の
;-
時
的
禁
此
こ
そ
該
方
策
の
本 

懺
を
な
す
も
の
な
>

«

フ「

ラ
ン
ダ
ー
產
織
物
の
禁
止

W
 

フ
ラ
ン
ダ
ー
織
物
エ
の
^

致
は
、
羊
毛
輸
出
の
制
限
に 

對
す
る
英
國
內
の
反
對
を
緩
和
せ
し
め
んV」

す
る
^
同 

時
に
、
，フ
ラ
ン
ダ
！
に
對
す
る
外
交
的
壓
迫
を
大
な
ら 

し

め

ん

，レ
さ
を
目
的

ど
せ
る
な
り
o
然
れV」

こ
は
決
し 

て
新
奇
な
る
に
あ
ら
す
:̂
,英
國
ど
フ
ラ
ン
ダ
I

ど
の
間

に

軋

樑

の

生

ず

る

#

に

屢

々

生

中

る

傾

き

あ

る

も

の

な 

む

し

宄

办

。

其

方

策

が

議

會

を

經

た

る

法

令

に

具

燈

化

"

せ
る
こ

^
、
並
に
多
數
の
フ
ラ
シ
ダ
ー
織
物
エ
が
招
致 

，に
應
じ
た
る
の
事
實
は
此
場
合
に
つ
い
て
其
方
策
に
.對 

し
て
英
國
產
業
史
上
に
不
當
の
卓
越
せ
る
地
位
を
與
へ 

た
り
。
さ
れ

V
j

も
其
が
國
王
の
意
中
に
重
大
な
る
工
業 

政
策
た
ら
ざ
り
し

M
e
は
、
フ
ラ
ン
ダ

I
s
の
同
盟
即 

ち
そ
れ
に
ょ
つ
て
フ
ラ

ン

ダ

ー

の
工
業
が
英
國
の
羊 

毛
供
給
に
優
越
な
る
勢
力
を
獲
得
べ
き
同
盟
に
導
か
ん 

こ
ぞ
を
切
に
目
的
ど
し
た
る
事
實

i

ょ

り
て
示
さ
る
る 

同
王
に
歸
せ
ら
れ
た
る
工
業
政
策
の
改
變
を
含 

.，む

フ

ラ

ン

ダ

ー

同

盟

は

其

自

體

に

て

商

業

的

聯

合

の

.畫 

策
の
一
部
た
る
が
如
く
，な

b

ビ
雖
も
、
此
が
實
際
に
事 

實
た
る
こ
を
示
す
ベ
さ
何
等
の
®
左
の
存
す
る
も
の 

な
し
。
加
ふ
る
に
同
盟
の
後
の
歷
史
は

「

王
者
の
野
心

」

 

に
出
づ
と
の
伖
說
に
照
し
て
遙
か
に

一
層
容
易
に
理
解 

七
得
べ
き
も
の
た
り
し
な
ベ
未
完

)

it

1

1

!
1

刊

紹

分

じ

::
:「

露

西

亜

に

於

け

る

協

同

組

合

運

動

”

.

.

.
,

「

.
.

■
. 

一
'

.
:
.
. 
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■
.

: 

.
■
■. 

.

.
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1

B
1 S

C
:
o
o
-
o
p
e
r
a
t
i
v

ol…
M
o
v
e
3
ent: 
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R
u
s
s
i
a
.

T
tr
e M

a
c
m
i
l
l
a
n

 

c
o
m
p
a
n
y

*
I
Q
2
4
.

.

露
西
驵
に
ボ
グ
シ
エ
ビ
キ
の
»
會
坐
義
革
命
が
勃
發 

し
て
か
ら
早
く
も
滿
七
筒
年
が
經
過
し
た
。
，，而
し
て
此 

の
社
會
主
義
的
典
和
_

の
»
«1
]

は
：理
論
的
方
面
か
b
も 

::

實
際
的
方
面
か
ら
も
非
常
に
I夥
し
く
爲
さ
れ
セ
。
就
中 

所
謂
：ボル
シ
エ
ビ
ズ
ム
の

M
論
に
關
し
て
は
幾
多
の
卓 

越
せ
る
著
作
論
文
に
依
つ
だ
殆
e
研
究
し
*
-
さ
れ
介
か 

の
觀
が
め
る
，。
斯
く
寸
今
日
最
も
興
味
ぁ
る
達
は
社 

:會
主
義
國
象
を
標
凇
す
る
勞
農
露
西
跑
が
將
來
果
し
て 

;如
啊
2

る
社
會
的
經
濟
的
_

策
を
以
て
彼
等
の
| «
論
に 

述
べ
ら
n
ya
る
：所
の
も
0:
を
實
現
せ
んV」

す
る
か
の
»

■に
存
す
る
o

故

に
5

1

一
年
勞
農
政
府
が
其
の
.經
濟 

:

的
假
機
に
遭
し
資
本
主
義
べ
の
退
却
を
揚
言
し
て
新 

„

經
濟
政
策
を
確
立
實
施
す
る
に
及
び
露
西
®

0
經
濟
的

.

第
十
、八

猞

(

1
21
1

)

新
刊
紹
介

*
設
に
對
す
る
實
際
的
討
究
が
愈
々
盛
ん
に
行
は
る
、 

に
至
.つ
た
^
は
蓋
し
當
然
の
事
ど
言
は
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。
茲
に
紹
介
せ
ん
ミ
す
る
“「

露
西
鹿
に
於
け
る
協 

:

同
組
合
運
動」

な

る一

書
も
亦
當
然
斯
の
如
9
探
究
の
. 

•
I

結
果
で
あ
る
。
著
渚
は
此
遝
動
に
關
す
■.る
記
錄
を
廣 

く 

！
般
著
作
雜
誌
政
府
:0
布
令
等
ょ
り
涉
獵
し
來
り
、
 

興
の
歷
史
的
發
肢
の
趨
勢
を
統
計
的
數
字
を
以
て
確
證 

:

;L
乍
ら
、
現
在
露
西
亜
の
經
濟
的
機
構
の
中
に
於
け
ゐ 

«

同
組
合
の
機
能
を
虽
示
す
る
ヒ
共
に
、
併
せ
て
社
會 

主
義
的
.革
命
期
に
於
い
て
此
運
動
が
如
何
な
る
意
義
を 

有
す
る
も
の
で
あ
る
か
.を
事
實
の
上
か
ら
說
明
し
て
®

■ 

る
。凡

そ
露
西

瓶
に

於

け

る
各
«
の

'協
同
組

合

も

亦
他
國 

の
其
れV」

同
様
本
來
資
本
主
義
的
經
濟
組
織
に
於

け

る 

一
制
度
S
し
て
發
生
し
た
：も
の
で
あ
る
。
故
に
典
の
起 

原
は
少
く
共
一
八
六
一
年
の
農
奴
解
放
以
前
に
遡
る
事 

は
出
來
な
い
。
其
の
初
め
村
落
共
產
團
體(

M
i
r
)

を
以 

て
將
來
の
社
會
主
義
的
社
龠
組
雜
の
趣
礎
た
ら
し
め
ん 

ミ
の
意
圖
を
有
せ
る
革
命
的
ナ
ロ
ド
ニ
キ
の
人
々
が
協

第
十
號

一

六

双



.

館
十
A
卷

(一

五
三
四〕

新
刊
紹
介

:

同
主
義
^
理
想
に
贊
し
て
村
落
：共
逄
幽
體
を
し
て
此
運 

動
の
中
心
た
ら
し
め
V
^ :
づ
，i i
業
上
の
協
向
組
合
を
旣 

存
の
同
業
組
合(

$

ム)

ょ
6
發
達
せ
し
0
可
し
ビ
生 

張
し
た
け
れ
共
、
#
落
共
產
制
に
對
す
る
彼
罾
''
0
胄
仰 

が
羅
竟
1

0
空
想y

過
ぎ
な
か
つ
れ
如
く
®

西g
f

の
協 

同
組
合
も
亦
決
し
1
斯
の
如
き
も
•

)£
し

て

發

達

•し
れ 

の

で

は

な

か

つ

た°
'著

者

ぼ

第

二

'
章

及

び

第

ニ

章

に

於 

て
十
九
世
紀
に
於
け
る
露
西
迩
.の
',經
濟
生
活
の
槪
観
、こ 

铋

同

組

合

運

動

の

起

原

を

述

ベ

，、
；
此

運

動

は

»

西

胆

に

：
 

於

-£
:

も

亦

保

守

的

な

％

へ
ル

..'ジ
ョK

の

1
:

計
筆V

J
し
て
消 

费
組
合
或
は
信
用
組
合
め
形
式
で
現
出
し
來
り
た
る
も 

の
で
あ
つ
て
此
の
世
紀
を
通
じ
て
達
し
得
た
る
結
果
も 

亦
極
些
少
で
ぁ
つ
た
と
記
し
1:
:居
る
。(

五
十
ー
11)

.

.
一一

十
世
紀
の
初
頭
詳
し
—

は
.「

九
‘

r

四
年
に
至
る
迄 

協
同
組
合
運
動
は
求
だ
新
生
面
を
掏
ぐ
に
は
到
ら
«
か 

つ
た
。
蓋
し
知
識
階
級
の
人
々
が
此
運
動
を
露
西
鹿
の 

產

業

生

活

の

間

に

#
;«
.し

以

て

農

民

や

勞

働

者

の

生

活 

狀
態
を
改
善
す
可
し
ど
高
.

賢
し
其
の
爲
め
に
貢
献
す
る
 

所
も
少
{

は
ガ
か
つ
为
'か
、
.事
實
は
彼
等
の
期
S

に
反

笫

十

號

I

六
六

t
、
此
運
動
は
旣
に
前
世
紀
に
於
て
遭
遇
せ
る
s
同
：様 

の
經
濟
的
困
雛
以
外
に
.
一
方
政
府
の
®
迫
干
渉
に
禍
ひ 

せ
ら
れ
るw

共

^

他

方

勞

働

者

階

級

に

直

搂

何

等

の

反
 

—
應
を
も
及
ぼ
し
#
な
か
つ
た
か
ら
.で
ぁ
る
。
革
命
主
義 

j

の
食
傅
は
廣
く
國
民
の
間
に
普
及
し
協
冏
主
義
に
基
く 

:

温
和
な
.る
社
#

改
造
丰
段
の
如
き
は
槪
ね
顧
ら
れ
な
か
' 

つ

た

。
.併

し

著

者

は

此

期

間

中

に

於

け

る

各

種

組

合

の 

組
"織
化
及
び
集
中
化
の
傾
向
を
指
摘
し
、
就
中
露
瓯
亜 

に
於
け
る
信
用
組
合
の
特
殊
な
る
意
義
£
典
の
中
央
機 

一
»
i

し

て

|
九

ニ

r
斗
に
創
設
せ
ら
れ
た
る
モ
ス
コ
ゥ 

國
民
銀
行 

VM
O

S
C
O

W

 

N
a
ro

d
n

y
B

a
n

k
)

の
效
績 

WV
J 

.梁
げ
.て

居

气

(

第11

一
章
參
照)

;

進
ん
で
第
四
章
世
界
戦
举
ぞ
協
间
組
合
運
動
に
於
て 

一

は
、
大
戰
に
依
つ
で
惹
起
さ
れ
た
る
經
濟
上
のj

般

的

，
 

無
秩
序
の
間
に
ぁ
つ
て
協
间
齟
合
の
效
績
が
人
民
の
賞 

.讃
を
得
る
ざ
.共

に

政

府

も

亦

時

勢

の

、逼

迫

に

促

ん

れ

て 

此
運
動
に
對
す
る
嫌
多
の
讓
歩
を
必
耍
ど
し
||
1
に
進
1

.

て

は
.
或

は

掠

屑

組

合

を

援

助

す.

る

目

的

の

法
| |
1

を

公

拖
 

し

處

は

直

接

財

政

^f

の
：補

助

を

與

ふ

る

に

到

i
し
事
撥

t-
:
に
此
機
會
1>
於
て
協
同
組
合
の
就
計
畫
，か
未
會
有
0 .
. 

:'
;:箣
圍
に
百1

つ
て
企
て
ら
れ
消
费
組
合
生
產
組
合
及
び
信
：

「

间
組
合
を
包
括
す
る
大
: «

同
組
合
運
動
が
出
現
す
る
に
>

到
ヶ

し

徑
路
を
述
ベ
て
居
る

;0

*

('
:
«
時
中
に
於
：て
協

同
組
合
の
運
動
が
藩
る
し
さ
際
#

を

^
だ

し

確

乎

た

る

地
步
を
占
む
6
:
に
至
つ
た
許
り
で
ぽ
く
戰
爭
の
災
禍
に

ょ
る
經
濟
的
疲
弊
か
ら
人
民
を
救
濟
せ
る
の
效
績
は
願

-

著
:1
?

.

あ
つ
た
。

.
然
る
に
一
九
一
七
年
の
苹
命
的
擾
亂
e
其
れ
に
次
げ

:
る
政
觀
は
龃
合
運
動
を
し
，て
幾
多
の
雛
關
を
經
由
せ
し

.炎
た
"
：
就
中
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
が
政
權
を
掌
振
し
て
直
ら

;:
に
共
產
4 :
»

的
社
會
組
織
の
實
現
を
企
圖
.し
資
本
主
義(

的
諸
制
度
を一

掃
し
て
產
業
^
有
化
の
政
策
を
斷
行
せ

.

/1
S
す
る
に
當
り
、
協
同
，鈕
合
^
動

.が

如

何

に

致

命

的

打
蝶
を
蒙
つ
た
か
を
想
像
す
る
，の
は
容
易
で
あ
る
9
第

':
:■六

# ;
o

シH

ビ

X
ム
；制
度
さ
:®
問
組
合
運
動
は
主
斧

し
て
這
般
の
消
息
^

傅
ふ
•る
も
の
で
あ
る
。
素
ょ
り
ボ

.レ
ヶ
シ
：：：キ
ビ
：
キ

の

產

業

國

科

:

^
の
計
畫
■が
協
同
組
合
運
動

の
本
®

ビ
相
容
れ
ざ
る

，

は
自
明
の
理
で
あ

る

。

故
に
其

第

十

八

溜

(
一

五
三
五)

新
刊
紹
介 

：

の
'靱
め
彼
等
の
共
產
主
義
，的
政
策
の
.
_
行
に
當
っ
て

#

 

底
的
に
し
て
何
等
の
矛
盾
な
か
り
し
ボ
ル
ン
ュ
ビ
キ
の 

權
ヵ
は
.他
の
諸
制
度
ど
同
樣
協
同
組
合
の
施
設
を
も
亦 

ソ
ビ
，
二
ッ
ト
化
さ
れ
た
る
國
家
機
關
に
戀
形
し
て
終
つ 

た
"
斯
く
て
協
同
組
合
の
形
骸
は
殘
存
し
た
け
れ
矿
も 

其
のIn

itia
tiv

e

の
精
神
は
奪
は
れ
其
等
は
典
型
的
な
官 

僚
主
義
的
機
關V

し
.て
利
用
せ
..ら
れ
■た
。(

1

九
七—

ぐA:
頁)

.

凡
そ
ボ
ル
シ
エ
ビ
キ
が
當
時
一
切
の
障
礙
を
無
視
し 

て
斷
然
其
典
產
主
義
的
施
設
を
强
要
し
た
に
就
い
て
は 

少
く
共
ニ
つ
の
希
望
が
あ
.つ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
は
近 

き
將
來
紀
西
歐
諸
國
に
於
て
も
亦
ボ
ル
シH

ビ
キ
革
命 

‘同
様
の
も
.の
が
相
次
い
.で
起
る
だ
ら
ぅW

信
じ
た
る
事 

他
は
ボ
ル
シ
ェ
ビ
キ
の
政
策
が
人
口
の
八
割
芄
分
t
占 

む
る
農
民
の
支
持
を
得
る
充
分
の
理
*
あ
り
ど
信
じ
た 

る
事
、
之
で
あ
っ
た
。
然
る
に
其
の
希
望
は
全 
<
襄
切
ら 

れ
た
。
穀
物
徵
收
令
^
初
め
産
業
國
有
化
の
一
切
の
共 

產
主
義
‘的
政
策
は
僅
か
一
一
箇
年
足
ら
ず
し
て
全
然
失
敗 

で

あ

る

事

が

明

白

ビ

>

一
九
二
一
年
に
至
b

て
遂

笫十
號一
六七



第

十

八

翁(

—•五
三
大

)

新
刊
紹
介

に
經
濟
上
の
危
機
收
拾
す
可
ら
ざ
る
：に
及
ん
で
勢
農
政 

庥

.7
>

領

釉
㈡
ゅ
コ
B*
は
新
^

濟
政
策
以
^

用
.せ
ざ

る

可

ら 

ざ

る

所

以

を

强

辯

し

て

先

づ

穀

_

徵

收

に

代

ふ

る

に

現 

物
媒
稅
を
以
て
し
、
此
の
政
策
の
轉
換
に
伴
ふ
て
露
西 

鹿
の
經
濟
社
會
に
於
げ
必
資
本
主
義
的
施
設
へ
の
逆
行 

が
始
め
ら
れ
た
。之
は
_

に
®'
-

人

闶

知

の

事

に

屬

す

る

。
し 

新
經
濟
政
策
の
服
用
即
ち
資
本
主
義
へ
，S

退
却
を
巧
み
，
 

に
辯
識
せ
る
數
多
の
論
文
.の
一
つ
；で

M
b
a
»
は
次
の
如 

ぐ
言
つ
て
居
る
.

「

現

物

課

稅

を

以

_て

穀

物

徵

收

に

代

ふ 

る
め
問
趟
は
就
中
1
の
_

洽
問
#

で
ぁ
る
。
其
の
I繩
由 

は
此
問
題
の
本
旨
が
勞
働
者
の
農
民
に
對
す
る

關
係
だ 

か
ら
で
ぁ
る
。
疑

a
ら
な
く
社
會
第
命
な
る
も
の
は
人 

民
0

歷
倒
的
多
數
が
小
農
民
£

小

生

產

者

か

.
ら

形

成

せ
 

ら
る
：>
國
に
於
て
は
，
貧
銀
勞
働
卷
が
エ
業
11
:
農
業
上
ぐ 

の
M
倒
的
多
數
を
^
む

ろ

國

.に

於

て

は

令

紙

不

必

要

で 

ぁ
る
可
き
所
の
，
特

殊

，の
風
渡
的
政
策
を
備
ふ
'る
事
に 

依
つV

の
み
摩
成
せ
ら
れ
得
る
だ
ら
ぅ
。
•露
西
龃
i:
於 

て

工

業

勞

働

者

は

少

數

で
'4

)
つ

て

小

農

民

が

人

口

の

多 

儆

を

制

し

て

居
6

。
放

•し

農

'
民

の

理

解

を

得

る

事

の

み

笫

十

號

r

ハ
八

が

今

日

社

會

革
命
を
救
ひ
得
る
ど
い
ふ
事
を
我
々
は
知 

つ
て
居
る
。近
に
我
々

は
、凰
芪
が
我
々
に
依
つ
て
實
現 

せ

ら

れ

，

た
る
形
式

w

關
係
に
不
滿
で
あ
つ

て

彼
等
が
之 

を
希
望
し
て
居
な
い
ど
い
ふ
事

> 

從
つ
て
其
れ
は
變

E 

せ
ら
る
可
き
で
あ
る
ビ
ぃ
ふ
.事
を

公

言

し

な

け
れ
ば 

な
ら
な
い
の
で
あ

る

。」

e
 

(L
e

n
rn

:  

7 TH
e

 

T
ix

 

in

 

K
in

d
/

v*g
o

;v
ie

t  

R
u

s
s

ia
,  

M
a

y

 

2
1

,  

I9

2
VT

o

p
 

ハ o
 

ヤ5
)  

:新
經
濟
政
策
を
誘
導
す
る
事
に
依
つ
て
ょ
り
多
く
の
生 

產
ど
交
易
の
自
由
を
農
民
に
陚
與
す
る
所
の
政
府
は
乂 

此
の
交
易

を

し
て

可
及
的

集
中
化
ぜ
し
め
ん
事
を
切
鑲 

し
此
目
的
を
達
成
す
る
爲
に
ソ
ビ

H

ッ
ト
は
地
方
的

交 

易
を
協
同
組
合
の
掌
中
に
委
ぬ
る
事
を
決
宠
し
た
。
從 

つ
て
協
同
組
合
の
特
權
の
或

g

分
が
再
び
許
容

^

れ

各 

種

の

組
合
を
設
立
す
る
の
自
由
が

容

認

さ

れ

政

府

 

は

.共

產

黨

の

第

十

囘

大

會

の

決
議
に

遵

つ

て

協
同
組
伶 

に

對

し
て
大

な

る

活
動
の
範

園
を
保
證
す
る

ぞ
共

に

農
 

業
上
及
び

H

業

上

の

牛
'產
：
量
の
增

加
を
計
る
所

の

政
策 

を

導

い

た

も

0 !
で

あ

る

。

撕

く

て

協

同

組

合

の

機

能

は
 

今

妇

の

霹

西

胆

の

'經
濟

粗

織

'の
內

部

K

於

て

甚

だ

重

要

な

も

の

S

な

つ

て

居

る

。

即

ち

著

者

が

本

嘗
第
七
章

に

主

義

的

企

業

の

陰

謀

に

對

抗

し

て

協

同

組

合

を

®
饑

す
 

て

新

8

濟
政

策

S

協

痏

龃
合
運

»

-.
0

關

係

^

關

猶

し

進

る

.所

0 '
-
輝

々

な

る

讓

步

：の

中

に

表

現

ぜ

ら

れ

て

S

る

、
 

ん

で

共

齑

黧

の

協

同

鈕

合

に

對

す

る

政

策

に

說

き

及

ん

又

„

協

同

組

合

が

自

身

の

爲

め

に

す

る

ど

等

し

く

政

苻

の
 

で

居

る

.所

以

で

あ

る

。

.凡

そ

落

者

の

所

見

に

依

れ

ば

現

爲

め

に

行

ふ

所

の

對

外

質

易

に

於

け

る

調

和

に

ょ

っ

て
 

:

在

：

Q

意
西

®

に

於
け
る

.
協
同
徹
合
の
龃
織
は
革
命
前
の
：
へ

表

示

せ

ら

れ

る

、

：

：

又

.此

結

合

は

勞

農

露

西

崩

に

新
 

其
れ
.S

寒
る
し
く
其
の
本
質
を
異
に
し
て
居

る

。

共

ー

し

き

不

幸

を

齋

せ

る

所

の

か

の

恐

る

可

き

饑

儸

の

間

^

 

產
主
義
的
原
則
は
.今
や
協
同
組
<
ロ
の
.
上

に

も

亦

深

き

印

一

特
に
示
さ
れ
た
も
の
：で
あ

る

。
し

(

三
六

|
ニ

ー

四

茛

)

. 

象
欠
业
め
て
居
る
。
即
ち
白
:<「

革
命
前
に
.於
て
協

同

組
：

®f
の
如
く
し
て
世
界
戰
學
，
革
命
的
變
亂
及
び

^

罾 

,合

.は
*

立

の

鈕

合

で

あ

っ

:1
!
彼
等
0
:
計
畫
核
純
然
た
る
：
.
，

主
義
的
政
治

S

い

ふ
#

な
幾
多
の
變
遯
の

間

を

通

っ

て
 

.

商
業
，上
の
*

礎
の
上
に
遂
行
3
れ
た

';
°

共
產
黨
政
.府

は

；

來

.た

露

西

蓝

の

協

同

組

合

運

動

は

現

在

に

至

っ

て

一

の
 

其
等
を
他
の

*

端
に
强
制

し

て

國
民
經
濟
の
機
械
的
部

j

有
力
な
る
經
濟
的
要
素
ミ
な
つ

て

居

る

。

然

ら

ば

最
後 

分

^

變
堪
し
た
。
其
國
に
ヒ
: ^
て

も

.又

_其

等

の

組

合

^

,

:

，
に

、

共

產

黨

は

此

運

動

に

對

し

て

如
何
な
る
態
度
を
持
 

e
っ

て

も

共
に
傷
窖
を
與

ふ

る

所

の

其

の

，雨

極

端

か

ら
し

っ

、

あ

る

乎
。
著
者
は
一
九

I

ニ

年
七

月

の

第
三
ィ 

今
や
振
子
は
多
幸
な
る

^

心
點
に
向
づ
て
搖
七
動
い
て
™

ン
タ
ァ
ナ
.シ

ョ
ナ

ル

翁

ニ

十一

同

會
_

に

於

け

る

£

の 

居
る
。
協
同
龃
合
は
全
社
會
0
_
濟
的
厚
生
0
爲

め
: ^

,

;如
き
決
議
を
引
用
し
て
居
る
。"
決
議
.に

言

ふ「

古

‘
き

協
 

政
府
.

w

相
提
携
し
て
活
動
i t
る

の

權
利
を
興
へ
ら

れ

て
';
同

龃

合

は

改

革

の

.途

を

追

求

し

て

革

命

的

|1
|

箏

を

囘

.避 

居

る
-:
0

古

き

自

立

的

個

人

.主

義

的

患

考

方

法

は

放

棄

せ

.

:
し

た

。

今
猶
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

ィ

に

侬つ
て

構
成
せ
ら 

'■ら
れ
政
府
ど
協
同
組
合
.の
：間
に
は
! 1

り

深

き

交

互

關

係

：
，
れ

た

る

多

く

の

協

同

組

合

が

存

在

し

て

居
る
。
斯
の
如 

が
生
じ
％
。
此
の
結
合
は
政
_

が
露
两
31
1
內
部
0
資

本

:.
.
:き
協
同
組
合
は
決
し
.て
革
命
的
_

笫

十

八

猞

(
】

五

】

ニ
.七

)

.

..新
刊
紹
介

 

镇

十

猇

ニ

f

t



第

十

八

卷
0

5
X)

新
刊
糊
介
‘

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
に
ー
致
す
る
事
は
び
い
だ
ら
ぅ
。
協
同 

紐
べ
i

動
に
於
け
々
共
.產
興
の
任
務
は
.次
の
如
き
.も
の 

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い0

X
0

共
産
；虫
義
恩
想
を
普
及 

す
る
褂
、
及
び(1

1
)
g

趣

動

を

革

命

的

喈

級

：鬪

爭

の

.

一 

機
關
に
戀
改
.し

、

併

せ

V
:

地
方
組
合
^

金
體
€
し
て
の
. 

_

民
的
組
織
か
ら
分
離
せ
レ
め
ざ
る
事
。」

.又
日
く「

革 

命
的
協
同
紺
合
が
ブ
ロ
,:
'y

,

タ
ソ
；ア
革
命
の
期
間
5:
通

じ
. 

て
浪
チ
可
き
所
の
重
耍
な
る
役
目
を
考
察
し
て
、
第
三
. 

共
產
主
義
ィ
ン
タ
ア
ナv

ョ
ナ\

は
各M

派
各
圈
躐
各
；
 

^
8

に
次
の
如
く
»
4
:
1
す
る
。
.協
同
組
合
運S
を
改
-革

：
 

し
其
等
を
堪
命
的
勞
働
組
合
ざ
結
合
せ
し
め
#

る
f t
め 

に
、-
細
合
の
：內
部
に
共
產
主
義
幽
體
を
形
成
す
4

の
必 

婴
を
彼
等
が
；.强
調
し
a
傅
す
可
き
で
.ぁ
る
？
い
ふ
*
 

を
。
此
0
故

に

畲

纖

は

共

產

油

：
義

ィ

：

v

タ
ア
ナ
；シ
ョ
，ナ

：

： 

ル
執
行
委
M
會
に
對
し
茲
に
述
べ
6

れ
：た
る
仕
事
を
遂 

行

す

る

を

以

て

其

任

務

ミ

な

ず

所

の

協
！！

組

合

部

を

組 

織
す
可
き
事
を
指
令
す
る
。，：

此
部
門
は
此
等
の
協
同
組 

合
の
目
的
を
實
現
す
る
た
め
.に
國
際
的
の
會
#
や
.
議 

を
.ぞ
集
.す
る
で
あ
ぶ
3

0」
.(H

Jb
eses.  a

n
d
、

为 e
s
o

lu
tio

n
s
'

第

十

1

七
〇

o
f 

营
 

T
h

ird

 

w
o

rld

 

C
o
n
g
re

ss  

of
. the

 

C
o
m

m
u
n
is
t  

In
te

rn
a

tio
n

a
l,  

p
p
.  

IS
T

I5
2
,  

1
5
3
)

以
上
に
侬
つ
て 

贶
知
し
得
る
如
く
、
共
產
黨
は
協
同
組
合
内
部
に
共
產 

*

_
團
體
を
發
達
せ
し
め
、
彼
等
の
革
命
主
義
的
宣
曝 

に
よ
り
、
或
は
.そ
れ
を
勞
働
組
合w

結
合
ぜ
し
む
る
事 

.に
よ
り
、
•
徹
頭
徹
M
協
同
組
合
を
以
て
共
產
主
義
の
谅 

則
に
合
致
し
た
る
組
織
に
改
造
せ
ん
€
賦
み
つ
、
あ
る 

:も
の
で
あ
る
0 (

ニ
六
五
i

六
七
頁
參
照〕

:■
本

書

は

更

に

第

八

章

に

於

て

露

西

：他

協

同

組

合

運

動

，： 

の
國
際
的
關
.係
を
：第
九
«
に
於
て
此
運
動
の
露
西
亜
の 

知
的
進
步
に
對
す
る
敎
育
上
の
.貢
献
を
述Y

て
居
る
。

:

本
書
は
固
よ
b

舉
越
せ
る
文
献
ビ
し
て
擧
ぐ
可
さ
も 

の
で
は
な
か
ら
ぅ
。
併
し
以
上
稍
々
長
き
に
亘
0
て
紹 

介
し
た
る
所
以
は
茲
に
取
^

は
れ
た
る
問
跑
の
is
嬰
な 

る
を
祖
ひ
‘て
"

之

れ

が

社

會

主

義

露

咐

瓯

の

硏

究

者

に 

f

-c
も
V
社
會
改
造
手
段
ビ
し
て
の
協
同
組
合
運
動 

に
興
味
を
有
す
'る

人
//
に
^
り
て
も
、

共
に 

一
«
す
る 

の
徒
爾
な
ら
ざ
る
を
信
中
る
が
故
で
あ
る
。

へ

誌雑會學田三

載 轉 禁

號十第卷八十第

印 印 發 編  

刷取刷來行輯$ 

所
荪、 ^  U

金 區 金 路 江 室

•?町 子 町 m 11
m . ：e 出 ニ

s i  鐵 i  i
四 四 飾 m

版 i 五 1：範 |

所 I 郞 篇 保 窝

•T-Y—

m
r•づ

グ

年

分:

金:
m
圓I
四: 
拾3 
錢-

a

'朝
|

徽
編
輯
及
び
事
務
に
關
す
る1

切
の
用
件
は
發
行
所
宛
_ 

I

馨
營
業
に
關
す
る
用
件
は
發
賣
元
宛 

|  

j

⑩
原
m
«

切
期
日
.は
發
行
の
前
月
十
日
限 

_
|

火

正

卜

三

牟

九

月
-|
|

|-

=1

印

刷

納

本

j

琰

弓
 

一
3

ヨ

$

ス
ー
了

 

|

|

大
.

正

十
3

年

十

月1

日

释
r r

^

 

I

 

!  

”

—

 

一
 

f

 f

>

4

一

東
京
市
芝
Is

!

〗

一

田

貳

丁

目

番

地

 

| 

,

發

賣

元

：
丸

善

株

式

會

社

三

田

出

張

所
 

, 

電

話

高

輪

一

九

二

六

一
 

⑩
尙
ほ
本
誌
は
全
■

各
市
雜
誌
店
に
て
販
賣
す
ン

1
|

發
行

所

1 1
1 1

1

趣
財
學
會

| 

|

前

號

(

_

+ J
» f
目

次

(

火
®

十
三
年
十
月
號
>

較
蝥
地
代
ビ
絕
對
地
代(

上

、
中

篇

)

：
：
：
^
::
¥

信

三

箪
命
期
.
の
羅
.竭
に
於
け
る
社
會
闘
爭
へ

績
編(

三〕

。

パ

'

ラ
ス
キ
ン
，

の
美

術

批

評

家

時

代

の

終

焉

奥

井

復

太

郞

農
奴
解
放
後
の
露
西
^

社
會
運
動
Q

1
完

>
',
'
伊

藤

秀一

生
産
的
及
び
不
生
產
的
な
る
：語
卩
へ

就
て(

三) 

稷

本

鑛

治

佛
蘭
西
經
濟
學
に
於
け
る
'«

値

論

の

：
 

.

 

發
達
3

窄
:
.

;;

へ
.;:
津

田

職

一


